正常足後足部の肢位変化における前額面断層撮影像の研究 by 星 正敬
正常足後足部の肢位変化における前額面断層撮影像
の研究
著者 星 正敬
号 535
発行年 1968
URL http://hdl.handle.net/10097/18599
 氏名(本籍!,
 学位の連類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件.
最終学歴
学位論文題目
 ほし唾さ'たか
 畢.、.正・敬(宮城県)、
医学博士
 医第535号
 昭和43年7月1..0日
 学位規則第5条第2項該当
 昭和32年3月
岩手医科大学卒業
 正.常足後足部の肢位変化kおける前額面断層
 撮影像の研究
 (主査)
論文審査委員教授飯野三郎教授星野文彦
 教授.玉置拓夫
 一・ろ08一
論 文
内
容要
 O日
 ヒト後足部は全体重の静力学的支持と,さらに歩行,疾走,跳躍にかける動力学的要請に対する
 重要な部位であり,これらの要請に合目的的に応じうるため解剖学的要素として距骨,踵骨,舟状
 骨,立方骨等の多数の骨構造と,これらの間の複雑な関節嚢,靱帯および筋,腱,腱膜等からなる
 連結構築体の追究把握は正常,病的を問わず,きわめて重要な命題である。しかるに特に生体足に
 歩いて,足部の背・底屈,内・外反簿の特殊肢位におけるこの後足部連結構築の変移を,最も必要
 な遠位鈴近位方向X線像で精確に見きわめることは嗣難であり,ことに足変形発生の主体をなす距
 蓮関節あるいは距踵舟関節に寿げる前額面の形態的変化については追究圏外に卦かれている感があ
 った。私は松川らの考案設計による転跡線移動方式断層撮影装置を用い,正常成人(男子24例,
 女子26例)につき足関節70。背面位,90。基本位,150。底屈位の5つの足関節位と,さ
 らにこれらの各々に内・外反運動を他動的に加え,これらの各組合せ肢位にかける後足部前額面断
 層撮影を行ない,上記足関節各角度肢位にかける1麦足部前額噸内の形態ならびに関節機能的機構の
 様相の究明に資せんとした。また,これら生体足断層像読影の参考とすべく屍体足による基礎実験
 として69。背屈位から157。底屈位に至る10種頑の各背・底屈角度肢位にかいて,生体足と
 同一基準にかける断層撮影像および,実切断面作製を行なって比較検討した。生体足に齢ける断層
 撮影像による観察検討の結果の主なるもの2～5をあげると次のごとくである。
 1)距腿関節に誇ける距骨の変動
 a)距腿関節の前額面内の動き,すなわち距骨の内反,外反運動は足関節底屈位の方が背屈位よ
 りも可動性が大である。
 これは距腿関節が解剖学的に,背屈位では関節頭である距骨滑車が脛・腓両骨遠位端の形成する
 "Kユa皿mer"(Rawber-KOPSChによる)に強くはまりこみ,内・外反運動が強く制限さ
 れ,逆に底屈位では距骨湯車がその"Kla皿mer〃の拘束からある程度解放されるためである。
 著者の実測値では1畢OD底屈位に沿げる距骨縦軸の内反～外反運動の平均可動範囲は2・28。・
 70。背屈位のそれは0、75。であったo
 b)距腿関節に沿ける距骨の内・外反運動をさらに仔細に見ると,150。底屈位と70。背屈
 位とによって距骨の内反,外反の可動性を異にする。すなわち底屈位では中間位から内反位までの
 可動範囲が背屈位のそれよりも大であり,また中間位から外反位までの可動範囲は、逆に底屈位に
 寿げるそれよりも背屈位の方が大となる。実測値によれば,150。底屈位に沿いては中間位から
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 の内反可動範囲は平均1,44。,外反可動性は〔L84。であり,700背屈位に沿いては中間位か
 らの内反可動.範囲は0・28。,外反可動範囲は0.45。であった。
 2)踵骨の内反,外反運動
 足関節全体での内反運動は主として底屈位で大きい可動性を発揮し,背屈位では強く制限される。
 すなわち私の方法による計測ではマ50。底屈位の内反～外反の可動範囲は平均2α0。,90。
 基本位沿よび70。背屈位においては,それぞれ1662。.4.82。という値1を示す。これは足
 関節の内反かよび外反運動を行なう主要の部位が距骨下関節に存在することによることは申すまで
 もない。さらに1509底屈位においては中間位から内反位への可動範囲は平均15.61。と大で
 あるが,70。背屈位では2.27。ときわめて小で,明らかに有意の差を示す。
 5)距鍾関節に沿ける鏤骨の内・外側方への位置的ズレ
 距・踵骨間の関節軸運動には内反,外反に附随して距骨に対し踵骨の内外へのズレ移動も惹起さ
 れる。この現象は裡骨の前端に著明で,後部の踵骨隆起側には少ない。実測値によれば,後足部の
 内反・外反運動に伴い泓生する踵骨の内・外側へのズレは私り定めた指数a駈上、(本文参照)によ
 れば,1.50。底屈位でぱ平均0、77,70。背屈位では0.24を示し,両者の可動範囲に大きい
 差をみることができる・
 4)距骨外側突起と踵骨体前端背側部との距離
 距骨外側突起と踵骨体前端背倶榔の間に存在する間隙は,その解剖学的位置からして70。背屈
 位,90。基本位,150。底屈位の各角度肢位のうち底屈位所属像のみに明らかに描出される。
 この晦堆は私の示した指数吃h(本文参照)でみると15GO底屈位の内反位でα50,中間位で
 。.20,外反位でα14.を示し内反位で最大である。この間隙の距蓮両骨i司外側方に存在するその
 解剖学的位置と,さらに距踵関節軸の後足部を下後外側から上前内則へ.貴く関節軸の走行を起因と
 する距踵関節運動方向との,2つの要因からして..足関節に内反を強いれば当然この間隙は開大し
 断層像として転hは大なる値を示すことは容易に肯首できるもので塗る。
 以上私は単純X線では解明不能なる後足部の前額面の様相を特殊断層撮影にて究明し足骨格構造
 あるいは関節機能的機構の.理解への一助たらしめんとした。
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 .審査結果の要旨
、
 全体重の静力学的支持と,さらに歩行,疾走,跳躍等における動力学的要請に対する重要な部位
 たるヒト後足部骨格構築を遠位⇔近位方向x線像で精確に見きわめることは困難なので、著者
 は松川らの考案設計による転跡線移動方式断慮撮影装置を用い,正常成人(男子24例,女子
 26倒)につき足関節70。背屈位,90。'基本位,130。底屈位の3つの足関節位と,さら
 にこれらの各々に内・外反運動を他動的に加え,検討したのが本論文である。その結果,距腿関
 節の前額面内の動き,すなわち距骨の内反,外反運動は足函館底屈位の方が背屈位よりも可動性
 が大であ匂,これは距腿関節が解剖学的に背屈位では関節頭である距骨滑車が脛・腓両骨遠位端
 の形成するいわめる“Kla皿mer"に強くはま夢こみ,内・外反運動が強く制限され,逆に底
 屈位では距骨滑車がその“Klammer"の拘束からある程度解放きれることを明らかにした。
 また距腿関節における距骨の内・外反運動をさらに仔細に見ると,150。底屈位と70。背屈位
 とによって距骨の内反,外反の可動性を異にし,底屈位では中間位から内反位までの可動範囲が
 背屈位でのそれよりも大であり,ま'た中間位から外反位までの可動範囲は,逆に底屈位における・
 それよりも背屈位の方が大となることを計測的に知った。
 踵、骨の内反∫外反運動については,足関節全体での内反運動が主として底屈位で大きい可動性
 を発揮し、背屈位では強く制限される'ことをX線的学的に実証している。・
 次に距・踵骨間の関節軸運動には内反,外反に附随して距骨に対し踵骨の内外側ヵ向へのズレ
 移動も惹起されることが明らかにされ,こφ現象は踵骨の前端に著明で,後部の踵骨隆起側には
 少ないことを見たのは臨床X線診断学的に有意義である。しばしば骨折をおこす距骨外側突起と
鞠
 踵骨体前端背側部との距離は,本研究によれば70。背屈位,90。基本位,150。底屈位の
 各角度肢位のうち底屈位断層像のみに明らかに描出され,しかもこの距離は著者の示した指数で
 みると内反位で最大である。この間隙の距踵両骨間外側方に存在するその解剖学的位置と,さら
 に距踵関節軸の後足部を下後外側から上前内側へ貫く関節軸の走行を起因とする距踵関節運動方
 向との,2つの要因から,足関節に内反を強いれば当然この間隙は開大する。
 以上著者は単純X線では解明不能なる後足部の前額面の様相を特殊断層撮影で究明し,足骨格
 構造あるいは関節機能的機構の理解への一助たらしめんとしたもので,本論文は十分学位に値す
 るものと認める。
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